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６月末現在の会員数544人
（男性336人・女性208人）

議

事議
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報
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議
案
第
２
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令
和
元
年
度

収
支
決
算
報
告

議
案
第
３
号

役
員
の
選
任

議
案
第
４
号

理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任

報

告報
告
第
１
号

令
和
２
年
度

事
業
報
告
・
収
支
予
算

定
時
総
会
は
同
日
午
後
１
時
３
０
分

に
開
会
。
安
全
推
進
員
の
上
江
洲
勝
さ

ん
の
司
会
で
進
行
し
た
。

最
初
に
、
上
原
秀
雄
理
事
長
が
挨
拶

（
２
面
に
全
文
掲
載
）
。
続
い
て
、
祝

辞
と
し
て
桑
江
朝
千
夫
沖
縄
市
長
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
で

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

で
様
々
な
分
野
で
多
く
の
市
民
が
影
響

を
受
け
て
い
る
。
市
と
し
て
早
期
の
経

済
復
旧
を
目
指
し
、
継
続
し
て
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
生

き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
司
会
で
読
み
上
げ
た
。

議
事
進
行
の
議
長
に
は
、
浜
比
嘉

宗
明
副
理
事
長
を
選
出
。
会
員
総
数

５
３
４
人
中
、
４
０
７
人
（
出
席
者

21
人
、
委
任
状
３
８
６
人
）
の
過
半

数
で
総
会
成
立
を
宣
言
。
議
案
第
１
号
か
ら
第
４
号
ま
で
審

議
、
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
決
議
さ
れ
た
。
報
告
事
項
と
し

て
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て
、
理

事
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

公益社団法人沖縄市シルバー人

材センターの令和２年度定時総会

が６月12日、シルバーワークプラ

ザ２階大会議室で開催され、令和元年度の事業報告及び収支決算報告等が審議され、

それぞれ承認された。今回の総会開催は、新型コロナウイルス感染防止のため、会場

を変更して縮小。会員は委任状提出により招集せず理事及び地区長の出席にとどめ、

代理人による議決権の行使で議決を行うという異例の定時総会となった。

令和２年度定時総会開催
事業・決算報告承認

全員マスク着用で席の間隔を空け、窓を開けての換気

や消毒液の備え付けなど万全のコロナ対策の中で開催
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令
和
２
年
度
定
時
総
会
を

開
催
す
る
に
あ
た
り
、
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
定
時
総
会
へ
ご
出

席
を
頂
き
ま
し
た
皆
様
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
来
で
し
た
ら
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
ご
出

席
、
又
ご
来
賓
を
お
招
き
し
て
、
定
時
総
会
の
開

催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
形
で
の

開
催
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
日
は
桑
江
沖
縄
市
長
よ
り
、
激
励
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
後
ほ
ど

ご
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
５
月
１
日
か
ら
１
ヵ
月

以
上
に
亘
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は

確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
、

こ
れ
か
ら
先
も
「
就
業
活
動
」
や
「
日
常
生
活
」

等
に
お
い
て
は
出
来
る
だ
け
「
３
密
」
を
避
け
、

感
染
予
防
対
策
を
十
分
に
意
識
し
た
行
動
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
度
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
課
題
で
あ
る
「
会

員
の
拡
大
」
と
「
就
業
機
会
の
拡
大
」
に
つ
い
て
、

役
職
員
や
地
区
会
員
の
皆
様
と
十
分
協
議
し
、
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
セ

ン
タ
ー
の
事
業
運
営
へ
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
ま
す
。

定
時
総
会
理
事
長
あ
い
さ
つ(

全
文)

令
和
元
年
度
の
主
な
事
業
実
績
は
、
「
会
員
数
」

５
４
３
人
（
23
人
の
減
）
、
「
契
約
金
額
」
約
２
億

８
千
７
百
万
円
（
約
８
４
４
万
円
の
減
）
、
「
就
業

延
人
員
４
７
，
０
３
４
人
日
」
（
１
，
１
６
４
人
日

の
減
）
と
な
り
、
全
項
目
で
前
年
度
を
下
回
る
結
果

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
「
会
員
の
拡
大
」
に
つ
い
て
は
、
地
域
自
治

会
と
の
連
携
に
よ
る
会
員
募
集
チ
ラ
シ
の
配
布
や
入

会
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
な
ど
会
員
の
拡
大
に
努
め

て
き
ま
し
た
が
、
会
員
の
増
加
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
今
年
度
も
引
き
続
き
会
員
の
入
会
強
化
事
業
に

積
極
的
に
取
り
組
む
と
共
に
、
退
会
者
の
抑
制
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
国
の
施
策
で
は
、

定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
や
継
続
雇
用
な
ど
高
齢
者
の

就
労
促
進
が
喫
緊
の
課
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、

高
齢
者
の
働
き
方
に
つ
い
て
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ど
の

よ
う
に
臨
む
の
か
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
思
わ
れ
ま

す
。
次
に
、
セ
ン
タ
ー
事
業
に
お
い
て
最
重
要
課
題

で
あ
る
「
安
全
・
適
正
就
業
」
に
つ
い
て
で
す
が
、

「
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
」
「
安
全
推
進
員
」
等

に
よ
る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
や
会
員
間
に
よ
る
声

掛
け
を
推
奨
し
、
安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
令
和
元
年
度
の
事
故
発
生
件
数
は

３
件
と
、
前
年
度
に
比
べ
て
半
減
し
て
お
り
ま
す
。

安
全
で
適
正
な
就
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
会

員
及
び
役
職
員
が
一
体
と
な
り
「
事
故
の
未
然
防
止
」

「
発
生
事
故
の
検
証
と
今
後
の
対
策
」
「
会
員
へ
の

情
報
提
供
」
な
ど
事
故
の
撲
滅
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
が
、
会
員
お
一
人
お
一
人
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
よ
る
も
の
が
大
き
な
力
に
な
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
先

取
り
し
、
会
員
の
技
術
・
能
力
を
高
め
、
仕
事
を
通

じ
て
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
セ

ン
タ
ー
の
担
う
べ
き
重
要
な
使
命
で
あ
り
、
こ
れ
が

と
り
も
な
お
さ
ず
会
員
の
皆
様
の
生
涯
現
役
・
健
康

寿
命
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終

息
は
ま
だ
ま
だ
見
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
長
期
的
な
不

安
と
様
々
な
影
響
が
出
て
い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
の
熱
中
症
対
策
に
も
十
分

に
留
意
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー

で
は
、
会
員
の
安
全
・
安
心
を
第
一
に
「
請
負
・
委

任
」
に
よ
る
就
業
、
ま
た
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
」
や
「
労
働
者
派
遣
事
業
」
に
よ
る

就
業
に
取
り
組
み
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
就

業
の
場
の
提
供
・
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
知
識
や
経
験
、
技
能
を
活
か
し
働
く

こ
と
を
通
じ
て
「
生
き
生
き
と
活
動
す
る
社
会
」
の

実
現
を
目
指
し
て
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
事
業
の

推
進
に
努
め
「
就
業
」
や
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

を
は
じ
め
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
に
寄
与
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
方

の
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
と
共
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
２
年
６
月
12
日

理
事
長

上

原

秀

雄
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第３回

理事会
理事長に上原氏 副理事長は浜比嘉氏を再選

総会終了後 正副理事長を選任

理事会も総会同様に全員マスクを着け、密を避けるため席の間隔を空けて開催

又
吉
綱
一
さ
ん
と
玉
城
テ
ル
子
さ
ん
を
表
彰

役
員
と
し
て
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
寄
与

又
吉

綱
一
さ
ん

（
写
真
右
）

玉
城
テ
ル
子
さ
ん

（
写
真
右
）

同
日
開
催
の
定
時
総
会
で
役
員
表
彰
が
あ

り
、
前
理
事
の
又
吉
綱
一
さ
ん
（
山
内
中
校

地
区
）
と
玉
城
テ
ル
子
さ
ん
（
美
東
・
東
中

校
地
区
）
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。

両
氏
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
理

事
と
し
て
高
齢
者
の
就
業
の
確
保
と
生
き
が

い
の
創
出
に
尽
力
、
ま
た
セ
ン
タ
ー
事
業
の

発
展
に
寄
与
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
。

前
列
右
か
ら
玉
城
テ
ル
子
さ
ん
、
又
吉

綱
一
さ
ん
、
後
方
は
上
原
秀
雄
理
事
長

新
理
事
に
よ
る
最
初
の
理
事
会
が
、
同
日
の
総
会
終
了
後
同

じ
会
場
で
開
か
れ
た
。
定
款
に
基
づ
く
互
選
で
正
副
理
事
長
の

選
任
が
行
わ
れ
、
理
事
長
に
上
原
秀
雄
氏
（
美
里
中
校
地
区
）
、

副
理
事
長
に
浜
比
嘉
宗
明
氏
（
宮
里
中
校
地
区
）
が
そ
れ
ぞ
れ

再
選
出
さ
れ
た
。

（
４
面
に
新
役
員
一
覧
）
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令
和
２
年
度
新
役
員
紹
介

理 事 長

上原 秀雄

（特別会員）

副理 事長

浜比嘉 宗明

（越来・宮里）

理 事（再任）

東條 正躬

（美東・東）

理 事（再任）

塩川 初江

（美 里）

役 職

氏 名

中校地区

理 事（再任）

須田 勝

（特別会員）

理 事（再任）

渡口 正美

（特別会員）

理 事（再任）

宮城 一文
（特別会員）

理 事（再任）

小橋川 啓

（安慶田）

理 事（新任）

仲宗根 弘

（美 里）

理 事（新任）

比嘉 榮徳

（山 内）

理 事（新任）

喜納 愛子

（美東・東）

監 事（再任）

比嘉 幸雄

（特別会員）

監 事（再任）

安次富 正文

（特別会員）

就
業
相
談
日
の
お
知
ら
せ

毎
週
月
・
水
曜
日

午
前
10

時
～
午
後
４
時

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
会
員
研
修
室

お

気

軽
に

ご

相

談

く

だ

さ

い
。

就
業
相
談
員
へ
委
嘱
状
交
付

６
月
15
日
付
で
就
業
相
談
員
と
し
て
、
上
原
秀
雄

理
事
長
か
ら
左
記
の
２
人
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
た
。

会
員
や
入
会
希
望
者
な
ど
の
相
談
事
業
を
担
当
す
る
。

この度「入会・就業

相談担当」を拝命致し

ました。

会員の皆様が気軽に相

談に来られるような雰

囲気づくりに努めます。

よろしくお願致します。

一人でも多くの方

に入会して頂き、会

員が生涯現役の気概

を持って、健康で充

実した人生を送られ

るよう、微力ながら

お手伝いができれば

と思っています。

仲
里
栄
信
相
談
員

（
山
内
中
校
地
区
）

奥
原
弘
子
相
談
員

（
安
慶
田
中
校
地
区
）
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壁面緑化パネルに新しい草花 コザ運動公園
趣 向 凝 ら し ポ ッ ト 入 れ 替 え

沖
縄
市
の
玄
関
口
と
も
い
え
る
沖
縄
自
動
車
道
南
イ
ン
タ
ー
に
接
す
る
コ
ザ
運
動
公

園
。
正
門
付
近
の
歩
道
沿
い
に
壁
面
緑
化
パ
ネ
ル
植
栽
作
業
が
６
月
10
日
か
ら
始
ま
っ

た
。
こ
の
作
業
は
、
沖
縄
市
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
が
受
託
し
て
い
る
も
の
で
、
以
前
に
飾

花
し
た
も
の
を
取
り
外
し
て
新
た
に
モ
ス
ロ
ー
ゼ
な
ど
の
草
花
に
植
え
替
え
る
。
初
日

は
、
壁
面
パ
ネ
ル
か
ら
ポ
ッ
ト
を
取
り
外
し
て
土
を
入
れ
替
え
た
。
公
園
周
辺
の
壁
面

を
色
と
り
ど
り
の
草
花
で
飾
り
、
緑
と
花
い
っ
ぱ
い

の
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ー
と
し
て
沖
縄
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
る
。
高
吉
満
弘
担
当
は
「
新
た
な
草
花

で
趣
向
を
凝
ら
し
た
壁
面
に
し
た
い
」
と
話
し
た
。

壁
面
緑
化
パ
ネ
ル
植
栽
作
業
に
当
た
る

の
は
外
間
元
二
公
園
草
刈
班
の
皆
さ
ん

令和２年度公園草刈就業調整会議が６月19日、

シルバーワークプラザ２階会議室で開催され、６

グループのうち４グループのリーダーが出席。

この日は、草刈り作業の日程等の調整を行ったほか、新たに中城港湾内の公園が加わることに

対して、負担過重にならないように担当事務局と各グループが相互に連携して取り組んでいくこ

とを確認した。また熱中症対策について、これから暑さが増していく中で、こまめの水分補給や

休憩をとるようにリー

ダーが率先して就業

会員への声掛けする

よう要望した。

最後に、７月の

「安全・適正就業推

進強化月間」にあたっ

て、７月１日の出発

式への参加協力を呼

び掛けた。

（
右
か
ら
）
金
城
一
成
リ
ー
ダ
ー
、
諸
喜
田

茂
一
リ
ー
ダ
ー
、
又
吉
健
二
リ
ー
ダ
ー
、
城

間
勇
太
担
当
職
員
、
高
吉
満
弘
安
全
推
進
員
、

金
城
潔
事
務
局
長
、
外
間
元
二
リ
ー
ダ
ー

公園草刈就業調整会議
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７月は〝安全・適正就業推進強化月間〟

７
月
１
日
か
ら
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
「
安
全
・

適
正
就
業
推
進
強
化
月
間
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
令
和
元

年
度
は
３
件
の
事
故
（
受
託

事
業
２
件
、
派
遣
事
業
１
件
）

が
発
生
し
た
が
、
強
化
月
間

を
機
に
事
故
撲
滅
を
目
指
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
右
記

の
と
お
り
「
安
全
・
適
正
就

業
推
進
大
会
」
を
開
催
し
、

安
全
・
適
正
就
業
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
に
努
め
る
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
規
模
を
縮
小
し
た
大
会
と

し
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

令
和
２
年
度
「
安
全
・
適
正
就
業

推
進
強
化
月
間
」
実
施
要
綱

目

的

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
を
推
進
す
る
上
で
、
会

員
の
健
康
管
理
と
安
全
で
適
正
な
就
業
の
確
保
は
最
重
要

課
題
で
あ
る
。

令
和
元
年
度
に
お
い
て
は
、
会
員
間
に
よ
る
声
掛
け
を

行
う
な
ど
安
全
意
識
の
共
有
と
各
就
業
現
場
に
お
け
る
事

故
防
止
対
策
を
強
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
３

件
の
事
故
が
起
き
て
い
る
。
会
員
及
び
役
職
員
が
一
体
と

な
り
、
今
年
度
は
よ
り
一
層
、
事
故
防
止
対
策
を
徹
底
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
７
月
の
「
安
全
・
適
正

就
業
推
進
強
化
月
間
」
に
お
い
て
は
、
安
全
・
適
正
就
業

の
徹
底
強
化
を
図
り
、
事
故
の
な
い
安
全
な
就
業
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
べ
く
次
の
と
お
り
取
り
組
む
。
な
お
、
今

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、

参
加
人
数
を
制
限
し
た
開
催
と
す
る
。

１
「
安
全
・
適
正
就
業
推
進
強
化
月
間
」
の
取
組
み

（
１
）
期

間

令
和
２
年
７
月
１
日
（
水
）
～

31
日
（
金
）

（
２
）
取
組
内
容

①

「
安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
」
の
開
催

・
日

時

:

令
和
２
年
７
月
17
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分

・
場

所

:

沖
縄
市
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー

②

横
断
幕
や
の
ぼ
り
等
の
掲
揚

③

県
シ
ル
バ
ー
連
合
主
催
の
「
安
全
大
会
」

等
へ
の
参
加

④

そ
の
他
、
安
全
講
習
会
等
の
開
催

２

安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

令
和
２
年
度
～
令
和
４
年
度
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

全
国
統
一
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン

『

い
つ
ま
で
も

働
く
喜
び

無
事
故
か
ら

』

３

安
全
・
適
正
就
業
へ
の
取
組
み

安
全
・
適
正
就
業
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
「
安
全
掲
示

板
」
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
「
ニ
ュ
ー
ス

ゆ
ん
た
く
」
等

を
活
用
し
た
情
報
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
会
員
自
身

の
健
康
管
理
と
事
故
防
止
対
策
の
意
識
高
揚
を
図
る
た
め

の
取
組
み
を
行
う
。

（
１
）
安
全
就
業

ア

就
業
前
の
ラ
ジ
オ
体
操
と
作
業
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

徹
底
し
、
会
員
の
健
康
状
態
を
把
握

イ

就
業
現
場
の
「
安
全
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
実
施

強
化

ウ

安
全
衛
生
教
育
及
び
各
種
講
習
会
の
充
実
・
強
化

エ

刈
払
機
、
機
械
器
具
及
び
安
全
保
護
具
等
の
点
検

整
備
の
実
施
強
化

オ

タ
イ
ヤ
止
め
使
用
の
徹
底
と
「
高
齢
運
転
者
等
に

係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
活
用

カ
「
安
全
就
業
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
「
安
全
・
適
正
就

業
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
等
の
配
布
と
活
用

（
２
）
適
正
就
業

ア

「
適
正
就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
活
用
し
た
、
適

正
な
就
業
の
徹
底

イ

臨
時
的
・
短
期
的
・
軽
易
な
就
業
の
徹
底

ウ

発
注
者
か
ら
の
「
指
揮
命
令
」
や
「
混
在
就
業
」

等
の
排
除

エ
「
受
注
票
」
「
契
約
書
」
「
請
書
」
等
に
お
け
る
不
適

正
な
記
載
の
確
認
及
び
就
業
実
態
の
自
主
点
検

安 全 ・ 適 正 就 業 推 進 大 会

日 時 令和２年７月17日（金）

午後１時30分

場 所 沖縄市農民研修センター

事故防止対策の徹底を！

事故
撲滅
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「
刈
払
機
取
扱
作
業
者
に
対
す
る

安
全
衛
生
教
育
」
の
お
知
ら
せ

〝

技
術
・
技
能
及
び

安
全
面
の
向
上
を
目
指
す

〟

・
開
催
日

令
和
２
年
７
月
22
日
（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
場

所

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

会
議
室

・
参
加
希
望
者
は
７
月
20
日
（
月
）
ま
で

に
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

新

入

会

員

紹

介

６
月
26
日
付
で
７
人
（
女
性
４
人
・
男
性

３
人
）
が
新
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

地
区
会
員
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。

屋
宜

光
栄

（
美
里
中
校
地
区
）

宇
良

宗
光

（
美
里
中
校
地
区
）

眞
崎

均

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

下
里

キ
ミ
子
（
コ
ザ
中
校
地
区
）

仲
宗
根

末
子
（
山
内
中
校
地
区
）

許

園
子

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

島
袋

強

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

第
４
回
理
事
会
は
み
な
し
決
議

左
記
議
案
に
つ
い
て
「
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般

財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
96
条
」
及
び
「
定
款
第

38
条
」
の
規
定
に
よ
り
、
理
事
全
員
が
書
面
で
も
っ

て
同
意
の
意
思
表
示
を
し
た
た
め
、
理
事
会
決
議
を

省
略
し
、
み
な
し
決
議
と
な
っ
た
。

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い
て

７
人
（
女
性
３
人
・
男
性
４
人
）
が
承
認
さ
れ
、

そ
の
結
果
６
月
26
日
現
在
の
会
員
数
は
５
４
４
人

（
女
性
２
０
８
人
・
男
性
３
３
６
人
）
と
な
っ
た
。

な
お
、
５
月
の
退
会
者
は
０
人
。

前
月
に
引
き
続
き
激
減

ー
５
月
実
績
ー

令
和
２
年
５
月
の
主
な
実
績
で
は
、
会
員
数
５
３

７
で
16
人
の
減
（
▲
２
％
）
、
就
業
実
人
員
３
１
２

人
で
20
人
の
減
（
▲
６
％
）
、
就
業
延
人
員
２
９
１

３
人
で
１
１
２
２
人
の
減
（
▲
38
％
）
、
配
分
金
約

１
５
０
５
万
円
で
約
４
９
４
万
円
の
減
（
▲
32
％
）
、

契
約
金
額
約
１
８
７
８
万
円
で
約
５
９
４
万
円
の
減

（
▲
31
％
）
と
な
っ
た
。

（
対
前
年
比
同
月
比
）

無

事

故

記

録

令
和
２
年
６
月
11
日
～

２
年
６
月
26
日
現
在

15日

今
年
度
最
初
の
損
害
事
故

飛
び
石
が
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に

今
年
度
最
初
の
事
故
が
発
生
し
た
。

＊

事
故
内
容

:

刈
払
機
使
用
中
の
飛
び
石
事
故

＊

発
生
日
時

:

令
和
２
年
６
月
11
日
（
木
）

午
前
11
時
か
ら
12
時
頃
の
間

＊

発
生
場
所

:

沖
縄
こ
ど
も
の
国

職
員
専
用
駐
車
場

＊

事
故
状
況

:

事
故
翌
日
の
12
日
（
金
）
、
こ
ど
も
の

国
業
務
担
当
者
よ
り
事
故
の
問
合
せ
あ
り
。
職
員
が
前
日

の
就
業
帰
宅
時
に
自
家
用
車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
15
ミ

リ
大
の
破
損
と
ひ
び
割
れ
が
あ
っ
た
。
刈
払
機
の
飛
び
石

に
よ
る
キ
ズ
で
は
な
い
か
、
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
当

日
は
車
両
近
く
（
約
25
ｍ
）
で
刈
払
機
作
業
が
あ
っ
た
。

現
場
に
て
確
認
・
検
証
し
た
結
果
、
車
両
の
駐
車
位
置

や
刈
払
い
機
の
作
業
場
所
、
推
測
さ
れ
る
飛
び
石
の
方
向

な
ど
か
ら
、
刈
払
機
に
よ
る
飛
び
石
事
故
で
あ
る
と
判
断

し
た
。

＊

事
故
原
因

:

こ
ど
も
の
国
と
の
申
し
合
わ
せ
事
項
で
、

駐
車
車
両
の
周
辺
は
作
業
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、

就
業
会
員
に
も
そ
の
旨
通
知
し
て
い
る
が
、
周
知
徹
底
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
こ
ま
で
は
飛
散
し
な
い
だ

ろ
う
と
い
う
安
易
な
判
断
で
防
護

ネ
ッ
ト
を
設
置
し
な
か
っ
た
の
が

主
な
原
因
。

＊

事
故
後
の
対
応

:

事
故
当
日

に
就
業
し
た
会
員
２
名
を
招
集
し
、

緊
急
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
事

故
状
況
の
経
緯
説
明
と
こ
ど
も
の

国
と
の
申
し
合
わ
せ
事
項
の
再
確

認
と
事
故
防
止
の
徹
底
を
約
し
た
。
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編

集

編

集

後

記

◇７月の予定◇

・
10
日
（
木
）
午
前
10
時

新
会
員
入
会
説
明
会

・
17
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分

安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会

・
21
日
（
火
）
午
前
10
時

第
５
回
理
事
会

・
27
日
（
月
）
午
前
９
時
～

刈
払
機
取
扱
い
作
業
者

に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

お
そ
る
お
そ
る
県
内
を
見
渡
せ
ば
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し
た
か
の
よ
う
に

見
え
る
。
県
を
ま
た
ぐ
人
々
の
移
動
自
粛
が

解
除
さ
れ
、
観
光
地
の
本
県
に
は
大
勢
の
人

出
が
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら

の
夏
本
番
と
相
ま
っ
て
人
の
往
来
は
一
段
と

増
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ

く
ま
で
も
一
つ
の
希
望
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
は
、

依
然
と
し
て
続
く
。
第
２
波
・
３
波
が
十
分

に
予
想
さ
れ
る
と
い
う
か
ら
私
達
の
不
安
は

尽
き
な
い
。
加
え
て
、
熱
中
症
に
も
留
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
炎
天
下
の
就
業
現
場

で
の
マ
ス
ク
着
用
は
熱
中
症
に
直
結
す
る
危

険
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
対
策
、
熱
中
症
対
策
の

両
立
を
い
か
に
図
る
か
。

東
條

正
躬

大
城

博


